
話

頭

の

考

察

(
二

)

日

種

譲

山

五
、
南

泉

斬

猫

南
泉
普
願
暉
師
は
馬
租
道

一
の
法
嗣

に
し
て
三
大
士
の

一
人
で
あ

る
。
百
丈
懐
海
の
傳

に

「
師
與
昌西
堂
知
藏
南
泉

普
願
一同
號
二入
室
一、
時
三
大
士
爲
一角
立
一」
ε
あ

り
、
以

て
當
代
繹
門
に
於
け

る
彼
の
地
位
は
知
り
得
ら
る
㌧
ρ
而
し

て
斬
猫
の
因
縁
は
、
彼

の
傳
末
に
左

の
如
く
記
載
せ
ら
れ

て
居

る
。

池
州
南
泉
普
願
藤
師
者
、
鄭
州
新
鄭
人
也
。
姓
王
氏
、
唐
至
徳
二
年
、
依
天

院
山
大
慧
輝
師

受
レ業
。

三
十
詣
二

嵩
岳
一受
レ戒
。
初
響
一一相
部
奮
章

、
究
二既
尼
篇
聚
一、
次
遊
二諸
講
離
唱、
歴
二
聴
携
伽
華
嚴
騨、

入
一一中
百
門
観
一、
精

一練

玄
義
哺G
後

如
二大
寂
室
唱、
頓
然
忘
〆室
、
得
　遊
戯
三
昧
哺。
…
…
…
貞
元
十

一
年

(西
暦
七
九
五
)
、
憩
錫

於
池
陽
一、

自
構
二繹
齋
一、
不
レ下
二南
泉
一三
十
鯨
載
。
大
和
初
、
宣
城
廉
使
陸
公
亙
、
饗

飾

滋
墨

、
遽
與
=監
軍
一
同
請
二下
山
一、

ぬ

む

も

う

　

申
二
弟
子

之
禮

一。

大
振
二
玄
綱

}。

自
レ此

學
徒

不
レ
下
二
歎
百

唱、

言
満
昌諸

方

一、

目
爲
=郵
匠

哺。

・…
…
:
因
東

西
爾

堂
各

　

　

　

　

　

　

　

　

　

も

　

　

も

　

　

　

　

な

も

　

　

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

孚
二猫
見
一、
師
遇
レ之
臼
レ甲
日
、
道
得
脚
救
得

猫
見

一、
道
不
ゾ
得
帥
斬
却
也
。
衆
無
レ
樹
、
師
便
斬
レ之
。
趙
州
自
レ外

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

む

む

　り

む

餓
、

師
塞
三
剛
謡

一示
レ之

、
乃

脱
レ履
安
　頭

上
唱而
出
。
師

日

汝
適

來

若
在
、

帥
救

=自
猫
児

哺也

。
…

…
…
大

和
八

年

(
西

話

頭

の
考

察

四
九

、



話
頭

の
考

察

五
〇

暦
入
三
四
)
示
寂
、
壽
入
十
七
。
(景
徳
傳
燈
錐
八
)

五
燈
會
元
三
の
傳
中

に
は
此
話
を
記
し
て
居

な
い
、
其
他

の
集
録
中

に
は
暉
門
類
漿

は
云
ふ
迄
も
な
く
、
碧
岩
集
、

從
容
録
、
無
門
關
等
之
を
記
し
且

つ
拮
弄

ご
頭

ご
を
加

へ
て
居

る
、
以
て
此
話

の
有
名
な
る
は
推
知
す

べ
き
で
あ
る
。

彼
は
傳
燈
記

の
記
録
せ
し
如
く
榜

伽
華
嚴
等
の
大
乗
経
典
を
研
究

し
て
、
而
し
て
後
暉
門

に
投
せ
し
を
以

て
、
他

の
祓
師

ε
撰
を
異

に
し
、
卒
常
心
是
道

の
説
話

ご
云
ひ
、
上
堂
の
洪
語
ご
云
ひ
自
ら
激
學
的
風
習
が
存
し
て
居
る
。

上
堂
の
法
語
は
本
則
を
研
究
す

る
に
便
盆
少
な
か
ら
ざ
れ
ば
左
に
記
す
る
こ
ご
に
す

る
。

大
道
無

形
、
眞
理
無
勤

、
所
以
不
レ
囑
二
見
聞
畳
知
一、
無
一一麓
細
想
一。
…
…
…
僧
問
、
大
蓮
不
レ嘱
一一見
聞
畳
知
一、

未
審
如
何
契
會
。
師
云
、
須
レ會
、
冥
契
自
通
。
亦
云
了
因
非
下從
=
見
聞
畳
知
一有
占、
見
知
属
レ縁
、
封
レ物
始
有
。
者

箇
難
妙
不
可
思
議
、
不
二是
有
7封
、
故
云
妙
用
肖
麺
。
…
…
…
非
崩

暗
一、
法
離
レ有
離
レ無
、
潜
理
幽
通
、
無
二
人
畳

知
一。
亦
云
冥
會
昌眞
翠

、
非
見

聞
畳
知
嚇。
故
云
息
心
達
u本
瀕

、
故
號
二如

々
佛
も

(
古
尊
宿
語
録
+
二
)

心
を
息
し
て
本
源

に
達
す
ご
は
彼
が
垂
示
の
骨
子

に
し
て
、
而
し
て
法
は
明
暗
有
無
等
を
離
れ
た

る
故

に
そ
れ
等

の

知
見
、
帥
ち
見
聞
畳
知
を
以

て
知
り
得

ざ
る
は
當
然

で
あ
る
。
從

っ
て
見
聞
畳
知
の
念
を
遠
離
す

れ
ば
、
無
形
無
相

の
眞

理
は
こ
、
に
顯

る
こ
の
意
味
で
あ
る
。
此

の
如
く
相
鋼
的
知
見
の
離
却
を
提
唱
し
て
翼
狸
を
顯
は
さ
ん
ε
し
、

換
言
す
れ
ば
眞
理
を
知

る
者
は
眞

理
自
身
で
あ
う
、
眞
理
の
諸
有
の
甥
象

ざ
は
な
ら
な

い
ご
の
慧
昧

で
あ
る
Q
是

に

於
て
「
息
レ心
達
永

源
一」
ご
云
ふ
所
以

も
明
瞭
ビ
な
る
の
で
あ

る
◎
爾
彼
が
不
是
心
不
是
佛
不
是
物

ご
衆

に
力
説
す
る



所

以
も
同
時

に
理
解

せ
ら
る
。

江
西
老
宿
云
、
不
是
心
、
不
是
佛
,
不
是
物
、
先
組
錐
ユ
師

心
帥
佛
頃是

一
時
間
語
、
塞
拳
黄
葉
止
曙
之
説
。
如

今
多
有
レ人
喚
レ心
作
レ佛
、
喚
レ智
爲
レ道
、
見
聞
畳
知
皆
是
道
。
若
如
〆是
會
者
、
何
如
一一演
若
達
多
迷
レ頭
認
7影
。
設
使

認
得
、
亦
不

是

汝
本
來
頭
一Q

此
等
の
説
に
從

へ
ば
、

心
ご
説
き
佛

ご
云

ふ
も
悉
く
止
哺
的
の

一
時

の
間
語
に
し
て
、
眞

の
意
志
は

一
切
解
脱
の
意

に
過

ぎ
ぬ
。
古
人
の
所
謂
楓
を
以
て
概
を
級
く
の

一
手
段

に
し
て
、
心
も
佛
も
概
に
外
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。
灘
の

本
質

よ
b
云

へ
ば
解
脱

も
亦
解
脱
し
て
、
無
住
の
世
界
、
無
爲
の
世
界
に
到
達

せ
し
む

る
に
あ
れ
ば
、
佛
敷
窮
極
の

原
理
た
る
眞
如
、
法
性
、
佛
性
等

に
着
せ
し
者
に
は
、
非
眞
、
非
佛
を
提
唱
し
て
其
楓
を
祓
き
、
非
眞
非
佛
に
着
せ

し
者
に
は
眞
如
佛
性
を
提
唱
し
て
其
概
を
祓
き
、
以
て
無

依
自
在

の
遣
人
た
ら
し
む
に
あ
れ
ば
、
本
則

に
於
て
も
亦

此
意
味
よ
り
し
て
考
察
す

べ
き
で
あ
ら
う
。
公
案
使
用

の
使
命

も
亦
或
意
味

よ
り
見
れ
ば
確
實

に
こ
、
に
存
在
す

る

の
で
あ
る
o
察
谷
集

に
は

東
西
爾
堂
孚
レ猫
、
是
非
爲
昌多
開
ツロ
。
煩
惜
皆
強
出
。

叉
從
容
録
に
は

圓
通
秀
見
三

僧
離
立
説
話
蝸、
將
昌柱
杖
一到
、
連
卓
数
下
云
、

一
片
業
地
、
何
況
爾
堂
衆
首
因
レ猫
致
レ事
。

以
上
の
二
書
の
記
す

る
所

に
依
れ
ば
、
南
泉
が
斬
猫
す

る
理
由
は
明
瞭
に
説
示
せ
ら
れ
て
ゐ
る
o
更
に
之
を
南
泉

の

瞬

頭

の
考

癖
、

五
輔



話

頭

の
考

察

五
二

立
脚
た
る
無
形
無
封

の
濁
自
無
依
の
境
よ
り
見
れ
ば
、
爾
堂

の
謬
は
既

に
ご
見

に
堕
在
し
、
無
形
無
封
の
眞
境
よ
り

離
却
し
て
、
所
謂
風
無
き
に
波
を
起
し
て
波
瀾
を
生
じ
て
ゐ
る
。
是
れ
是
非
ロ
を
開

い
て
煩
幡
強
出

ビ
云
ふ
所
以
で

あ
り
、
「
因
レ猫
致
レ謬
」

ビ
云
ふ
所
以

で
あ
る
。
蓋

し
無
封

の
境

は
有
無
双
絶

の
境

に
し

て
是
非

の
見
を
容
れ
な

い

一

如
境

で
あ

る
。

一
如
境
は
猫

ご
佛
ご
の
野
立
な
く
、
猫
も
佛
も
同

一
儂
値

に
轄
換

せ
ら
れ
た
境

で
あ

る
。
然

る
に
爾

堂
衆
首
の
謹
は
云
ふ
ま
で
も
無
く
二
見
の
境
地
で
あ
り
、
二
見
の
境
地
は
未

だ
繹
の
境

に
踏
入
し
て
居
な

い
。
相
封

智

、分
前
智

を
以

て
・如
實
法
を
認
知
せ
ん
ご
す
る
の
で
あ
る
が
、彼
等

の
立
脚

よ
り
す
れ
ば
、
・如
實

の
法
も
亦
如
實
法

の
眞
實

で
は
あ
り
得
な
い
。
必
然
的

に
相
封
化
さ
れ
有
甥
化

さ
れ
た
法

で
あ

つ
て
眞

の
洪

で
は
あ
り
得
な

い
。
同
時

に
猫
も
眞
の
猫
で
は
あ
り
得

な
い
、
抽
象
化

さ
れ
、
是
非
化
さ
れ
た
猫
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
叢

に
南
泉

が

一
刀

を
使
用
す

べ
き
籐
地
が
在
り
、
藤

へ
の
飛
躍
が
存
在
す

る
の
で
あ
る
。
西
柏
の
無
門
關
抄

に
は

「
大
衆

の
首
だ
る
も

の
戯
言
戯
動

に
も
謬
論
を
致
す

こ
ご
、
佛
法
中

の
大
罪
人
な
り
」

ご
記
し
て
ゐ
る
。
戯
言
戯
動

ε
は
常
識
的
の
そ
れ

で
な
く
、

一
め
眞
實
性
を
し
て
二
に
堕

せ
し
む
o

こ

、
に
戯

の
言
動
が
生
す

る
。
戯

を
し
て
實

に
轄
換

せ
し
む
る
所

に
南
泉
が
猫
を
奪
却
す

る
機
用
が
現

る
、
の
で
あ
る
。
是
れ
臨
濟

の
奪
境
不
奪
人

の
機
用

に
し
て
彼

が
奪
却
せ
し
以

上
は
戯

の
言
動
は
其
當
禮

に

一
の
眞
實

に
蹄

入
す

る
。
南
泉
は
更
に
之
を
提
起
し
て

「
道
得
帥
救
遣
不
レ得
断
却
」
ご

幕
直

に
救

ご
断

ε
の
二
面
を
提
出
し
て
ゐ
る
。
彼
は
何
故

に
「
蓮
得
即
救
」
ご
蒋
せ
し
か
、
已
に
猫
を
奪

ひ
し
以
上
は

這
箇

の
問
題
を
提
起
す

る
必
要
は
な
き
筈
で
あ

る
。
然

る
に
之

を
提
出
す
る
以
上
は
、

必
す
そ
こ
に
何
等
か
の
理
由



が
存
在
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
是
れ
抽
象
的
観
念
を
打
破
し
て
第

一
義
的
本
源
に
躍
進
せ
し
む
る
爲
の
方
法
で
あ
り

活
作
用

で
あ

る
。
乃
ち
抄

に
は

「
南
泉
機

に
當

つ
て
護
ら
す
し
て
便
ち
本
分

の
事
を
以

て
他

の
妄
情
狂
心
を
削
除
し

頓

に
人
我
等
の
執
着
を
遣
却

せ
ん
ご
欲
す

る
な
り
」
ビ
記
し
て
ゐ
る
。
人
法
の
二
見
を
脱
却
す

れ
ば
騨
の
世
界
に
透
入

し
て
始
め
て
紳
を
知

る
の
で
あ
る
。
紳
を
知

る
者
は
唯
紳

の
み
で
あ

る
。
故
に
人
法

の
二
見
を
脱
却
し
て
、
自
ら
が

自
ら
の
地
位
に
躍
現

せ
ざ
る
限

り
は
自
ら
は
知

り
得

な
い
。
是

に
於
て

「
衆
無
レ封
泉
便
斬
レ之
」
ε
あ

る
。
是
れ
南
泉

の
作
用
と
し
て
は
當
然

の
顯

れ
で
あ
る
。
若
し
南
泉

に
こ
の
作
用

な
き
ご
き
は
南
泉

で
な
く
、

一
個
の
李
凡
な
僧

に

過
ぎ
な

い
の
で
あ
る
。
宗
師
家

の
宗
師
家
π
る
資
格
は
全
く

こ
、
に
存
在
す

る
。
同
時

に
灘
機

の
登
動

も
多
く
か

》

る
場
合

に
顯
現

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
果
然
王
老
師
南
泉

は

「
便
斬
レ之
」
ビ
あ
り
、
所
謂
爾
頭
倶
戴
断

一
劒
碕
天
寒
で
あ

る
。
南
泉

は
か
く
猫
ピ
同
時

に
濫
十
方
歯
界

の
有
情
非
情
を
裁
断
し
て
濁
自

の
孤
峰
頂
上

に
卓
上
し
た
の
で
あ
る
。

換
言
す
れ
ば

】
切
の
矛
盾
を
戴
断
し
て
紳
の
天
地
に
透
入
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
否
な
騨
た
ら
し
め
た

の
で
あ
る
。

爾
堂
の
講
議

に
よ
り
て
躍
動

の
生
命
を
奪

は
れ
た
猫
は
、
南
泉

の
斬
却

に
よ
り
て
復
活
し
て
濁
自

の
躍
動
を
登
揮
し

た

の
で
あ
る
。
か
く
斬
却
の
境
を
透
過
し
て
始

め
て
輝

の
新
天
地
が
開
展
す

る
の
で
あ
る
が
、
同
時

に
ま
た
、
法

の

如
實
な
濁
自

の
姿
、
自
已
の
眞
實
の
慣
値
は
か
く
て
始

め
て
現
は
る
o
所

が
次
の
文

に

晩
趙
州
外
蹄
、
泉
基
　似
州
、
噌州
乃
脱
レ履
安
=頭
上
一而
出

、
泉
日
子
若
在
帥
救
」得
白
猫
見
一。

ご
o
南
泉
は
何
故
に
斬
猫

の
事
件
を
趙
州
に
基
似
し
た
の
で
あ
ら
う
か
。
是
れ
考
霧

の
要
有

る
黙

で
あ
る
。
這
個
の

話

頭

の
考

察

玉
三



話

頭

の

考

察

五
四

公
案
も
趙
州

の

M
着
を
映
く
時
は
、
恰

も
龍

を
描

い
て
黙
晴
を
映
ぐ

ε
同
様

に
し
て
、
法
の
飛
躍
帥
ち
現
實
性
を
映

ぐ
の
で
あ
る
。

こ
》
に
南
泉

の
學
似
す

る
所
以
が
潜
む

の
で
あ
り
、
同
時
に
趙
州

が
飛
躍
す

べ
き
鯨
地
が
現
れ
て
居

る
の
で
あ
る
。
南
泉
は
爾
堂

の
知
的
智
を
斬
却

し
て
無
樹
智

の
濁
良
の
境

地
ま
で
卓
上
し
て
、
法

の
濁
自

の
境
帥
ち

一
の
箕
實
を
示
し
た
の
で
あ
る
が
、
無
碍
展
開
の
境
帥
ち
人
境
倶
不
奪
底
を
敏

い
で
ゐ
る
。
法

の
濁
自
境
は
紳
の
世

界

で
あ

つ
て
紳
自
知

の
境
で
あ
る
が
、
其
孚
面

に
は
神
自
知
境

の
動
き
が
な
く
て
は
な
ら

ぬ
。
趙
州
の
脱
履
安
頭
の

作
用

臓
帥
ち
紳
自
知

よ
り
の
動
き
で
あ

る
。
同
時
に
無
碍
展
開

の
紳
用

で
あ
る
。
故

に
這
裡
に
は
浮
稜
貴
賎

ご
云

ふ

　

如
き
相
劃
的
の
見
解
は
全
く
容
れ
ら
れ
な
い
。
無
相

の
相

の
履
で
あ
り
無
爲

の
爲

の
出

で
あ
る
。
そ
れ
で
換
言
す
れ

む

ば
履
は
法
王
の
法
冠

で
あ
り
出
は
法
場
の
妙
舞

で
あ
る
。
若
し
南
泉

の
境
を
尖
頭
の
境

ε
す
れ
ば
趙
州

の
境

は
軍
面

の
和
は
ら
か
な
無
碍
境

で
あ
る
。
趙
州

に
は
有
名
な
至
蓮
無
難

の
公
案

が
あ
る
が
、
こ
、
に
も
無
難
な
至
遵

が
如
實

に
顯

は
れ
て
ゐ
る
。
然
し
南
泉

の
爾
断
底
が
あ

つ
て
至
道
無
難
の
趙
州

の
安
履
の
作
用
は
顯

る

、
の
で
あ
る
。
そ
れ

で
南
泉
ご
趙
州
こ
の
機
用
は
異

つ
て
居
て
も
、
趙
州
の
作
用
は
南
泉
底
よ
り
露
出
し
、
南
泉
底
は
趙
州
の
作
用
顯
現

し
て
始
め
て
宗
敢
濁
自

の
天
地
が
圓
成
す

る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
南
泉
底
は
把
住
で
あ
り
、
趙
州
底
は
放
行

で

あ
る
。
此
放
行

の
機
用
に
よ
り
て
猫
も
復
活
し
、
同
時

に
此
公
案
の
妙
用
が
如
實

に
把
握
せ
ら
る
、
の
で
あ
る
。

六
、
大

通

智

勝



此
則
は
興
陽
の
護
暉
師
ご

一
信
ご
の
問
話

に
よ
り
て
成
れ
る
公
案
で
あ
る
が
、
護
暉
師
は
芭
蕉
清
の
法
嗣
に
し
て

其
傳
は
詳
か
で
な
い
。
傳
燈
録
十
三
、
五
燈
會
元
九
共

に
唯
此
公
案
を
記
せ
し
の
み
に
し
て
他
は
記
し
て
居
な

い
。

公
案
は
則
ち
左
の
如
く
で
あ
る
o　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

も

興
陽
護
和
爾
、
因
俗
間
、
大
通
智
勝
佛
、
十
劫
坐
造

場
一、
佛
法
不
一現
前
一不
レ得
レ成
一佛
道
一時
如
何
。
譲
日
、
其

問
甚
諦
當
。
僧
日
、
既
是
坐

甦

場
一、
爲
奨

麿
一不
レ得
レ成
二佛
道
一。
護
日
、

爲
昌伊
不
成
佛
嚇。

本
則

の
大
通
智
勝
佛
等

の
四
句
は
、
法
華
経
三
化
城
喩
品
中

の
偶
交
に
し
て
長
行
の
文

に
は
左
の
如

く
記
し
て
あ
る
。

佛
告
二
諸
比
丘
一、
乃
往
過

去
、
無
量
無
邊
、
不
可
思
議
阿
信
砥
劫
、
爾
時
有
レ佛
、
名
二
大
通
智
勝
佛
一、
其
國
名
一

好
成
一、
劫
名
二大
相
一、
壽
五
百
四
十
萬
億
那
由
他
劫
、
其
佛
本
坐
一一道
場
一、
破
一魔

軍
一已
、
垂
レ得
一一阿
褥
多
羅
三
貌
三

菩
提
一、
而
諸
佛
法
不
=現
在
前
一。
如
レ此

一
小
劫
乃
至
十
小
劫
、
結
跡
跣
坐
、
身
心
不
レ動

、
而
諸
佛
法
不
現

在
前
一。

爾
時
初

利
諸

天
、
先
爲
昌彼
佛
一、
於
壼
口
提
樹
下
一設
飾

子
摩

、
高

一
由
旬
、
佛
於
庇

座

當
レ得
二
阿
褥
多
羅
三
貌
三

菩
提
一。
時
諸
梵
天
王
函
衆

天
華

面
百
由
旬
、
香
風
時
來
、
吹
二去
萎
華

更
雨
新

者
一、
不
絶

満
=十
小
劫
一、
供
=
鶏

於
佛
一。
又
過
昌十
小
劫
一、
諸
佛
之
法
乃
現
在
前
、
成
昌
阿
褥
多
羅

三
貌

三
菩
提
一
其
佛
者
昌
出
家
一時
、
有
干

六
子
一、

其
第

M
者

名
日
一一香
積
一。
…
…
…
第
十
六
我
繹
迦
牟
尼
佛
Q

ご
あ
り
、
而
し
て
偶
交
は
其
要
黙
の
み
を
摘
取
し
て
、
十
劫
坐
蓮
場
佛
法
不
現
前
不
得
成
佛
道

ご
記
し
た

の
で
あ
る

が
、
公
案

ご
な
る
べ
き
黙

も
亦

こ
、
に
存
在
す

る
。
乃
ち
十
劫

の
長
時
間

に
亙

り
、
遣
場

に
結
跡
し
て
坐
灘
せ
し
な

話

頭

の
考

察

五
五



話

頭

の
考

察

五
六

ら
ば
、
佛
法
現
前
し
て
佛
道
を
成
す

べ
き
に
、
何
故

に
大
遙
智
勝
佛
は
成
佛
せ
ざ

る
や

ご
云
ふ
に
あ
り
。
若

し
大
通

智
勝
佛
の
坐
灘
を
形
式
的
な
そ
れ
ご
見
る
な
ら
ば
、
不
成
佛
た

る
こ
ご
は
元
よ
り
な
る
も
、
そ
れ
で
は
此
話
は
公
案

ご
は
な
り
得
な

い
。
故

に
大
通
智
勝
佛

の
坐
藤
は
此

の
如
き
形
式
的
な
者
で
無
く
、
眞
實

の
意
昧

に
於
け
る
坐
繹
ご

見

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
か
く
見
て
始
め
て
こ
、
に
公
案
が
成
立
す

る
の
で
あ
る
。
何
故

な
れ
ば
、
坐
藤
が
眞

の
意
味

に
於
け

る
坐
暉
な
れ
ば
、
當
然

の
結
果
ご
し
て
成
佛

は
現
前
せ
ね
ば

な
ら

ぬ
。
然

る
に
「
不
現

前
一不
レ得
歳

二佛
道
こ

ご
あ
る
。
此
黙
が
則
ち
公
案
ご
し
て
成
立
す

る
黙

で
あ
る
。
然
ら
ば
何
故

に
「
不
昌現
前
ネ

レ得
レ成
昌佛
道
一」
な
る
か
。

そ
れ
は
大
蓮
智
勝
の
意
昧
を
明
瞭

に
す
れ
ば
則
ち
明

ど
な
る
の
で
あ

る
。
無
門
關
抄

に
は
天
台
家

の
繹
義
を
左
の
如

く
記

し
て
ゐ
る
。

一
因
縁
繹
云
、
三
千
塵
黙
劫
以
前

に
大
通
智
勝
佛
出
世
し
、
十
小
劫
結
跡
跣
座
し
た
ま
ふ
に
諸
佛

の
法
猶
在
前

せ
す
、
十
小
劫
を
過
ぎ
て
乃
ち
現
在
前
し
、
菩
提
を
成
す
、
其
佛
未
だ
出
家

せ
ざ
る
時
、
十
六
王
子
等
あ
り
。

二
に
約
漱
繹
に
云
く
、
四
激

の
四
門
互

に
具
足
す

れ
ば
則
ち
十
六
門
是
れ
十
六
王
子
也
、
四
門
自
然

に
中
滋

の

智

あ
り
、
大
蓮
智
勝
佛
ご
爲
す
な
り
。

三
に
本
遊
鐸
に
云
く
、
三
千
塵
黙
劫
以
前
第

一
番
に
成

正
畳
畢
ぬ
ご
な
り
。

四
に
観
心
羅

に
云
く
、
大
蓮
智

勝
佛
は
是
れ
心
王
な
り
、
十
六
王
子

は
心
所
な
り
、

心
王
唯
識
を
具
す

る
義
を

明
す

を
以
て
な
り
、
識
は
本
唯
入
、
各
理
事
を
具
す
、
開

い
て
十
六

ご
爲
す
な
り
、
十
小
劫
成
佛
の
時
は
、
識
を

禍



轄
じ
て
四
智

ε
な
す

な
り
。

天
台

一
流

の
解
繹

こ
し
て
は
本
泌
観

心
の
爾
鐸
に
於
て
、
大
遜
智
勝
佛

ご
十
六
王
子

の
意
昧
は
明
か
に
せ
ら
れ
た

る

如
き
も
、
「
不
現
前
不
得
成
佛
道
」
の
意
義

は
何
等
解
鐸
を
施
し
て
居
な
い
。
若
し
之
を
繹
の
立
脚
よ
り
見

る
ご
き
は

此
等

の
解
繹
を
肯
定
す

る
こ
し
て
も
、
そ
れ
は
軍
な
る
敏
相
上

の
解
繹

に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
更

に
進
ん
で
究

明
す

る

必
要
が
生
す

る
。
臨
濟
繹
師
は
主
観
的
に
藤
の
立
脚
よ
り
左

の
如
く
説
示
せ
ら
れ
て
居

る
。

大
通
者
、
自
己
於
庭

々
一達

其

萬
法
無
性
無
相
一名
=大
通
一。
智
勝
者
、
於
二

切
慮
ネ

レ疑
、
不
レ得

二

法
一
名
=
智

勝
一。
佛
者
、
心
清
浮
光
明
透
一徹
法
界
一名
〆佛
。
十
劫
坐
滋
場
者
、
十
波
羅
密
是
。
佛
法
不
現
前
者
、
佛
本
不
生
法

本
不
滅
、
云
何
更
有
現

前
一。
不
得
成
佛
溢
者
、
佛
不
ノ塞

吏

作
佛
一実
。
(臨
濟
録
)

臨
濟

の
解
繹

は
最
も
明
瞭
で
あ
る
。
同
時

に
敏
相
學
上
の
解
繹
ご
繹
者

の
解
繹

こ
の
相
異
鮎

が
、
是
に
よ
り
て
理
解

せ
ら
る
、
で
あ
ら
う
。
同
時

に
叉
輝
よ
り
見
た
る
佛
の
意
味

も
之

に
よ

つ
て
了
解

せ
ら
る
、
ご
思
ふ
。
繹
は
此
の
如

く
法
佛
共
に
皆
自
己
の
物

こ
し
て
騰
験
し
、
自
己

の
髄
験
を
蓬
し
て
法
佛
共

に
説
示
を
爲
す

の
で
あ
る
。
從

つ
て
吾

人
の
意
識
ご
し
て
は
抽
象
的
に
得
た

る
知

を
更

に
具
禮
化
し
自
己
の
生
命
ε
な
し
カ

ご
な
す
所

に
其
特
徴
が
存
在
す

る
。
此
意
味

に
於
て
這
箇
の
公
案
も
臨
濟
繹
師

の
如
く
理
會
し
た
り
ご
し
て
も
、
理
會

に
於
け
る
知
は
飽
ま
で
知

で

あ

つ
て
生
命

で
は
あ
り
得
な

い
。
そ
れ
で
大
通
智
勝
佛
不
成
佛
の
相
を
墾
究
し
て
自
己

の
生
命
ε
な
す
に
あ
ら
ざ
れ

ば
灘
ε
は
な
り
得
な

い
の
で
あ
る
。

-

話

頭

の
考

察

五
七



話

頭
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五
入

所
が
興
陽
譲
和
術
は
、
信

の
大
蓮
智
勝
佛
の
十
劫
溢
場

に
坐
し
て
而
も
不
得
成
造
な
る
理
由
を
問

ひ
し
に
樹
し
て

其
問
甚
諦
當
ご
答

ふ
、
諦
當
ε
は
不
得
成
佛
滋
が
諦
當

の
意
味
で
あ
る
か
ら
、
既

に
問
題
は
解
決
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

後

の
「
爲
伊
不
成
佛
」
の
語
は
、
信

が
諦
當

ε
云

へ
る
端
的
を
理
解
せ
す
し

て
更

に
問

へ
る
爲

め
答

へ
し
に
過
ぎ
ぬ
。

然
ら
ば
譲
和
爾
の
諦
當
ご
云

へ
る
端
的
は
・如
何
な
る
意
志
に
基
く
者
で
あ
ら
う
か
。
思

ふ
に
そ
れ
は
臨
濟

の
解
繹
の

や
う

に
吾
人
の
盤
豊
性
即
大
蓮
智
勝
佛

に
外
な
ら

ぬ
。
元
來
露
畳
の
性
は

一
切
の
待
封
を
離
れ
、
無
限
絶
甥
に
し
て

何
等

の
固
滞
凝
着
無
く
、
鍵
蓮
無
碍
で
あ
る
。
從

つ
て

一
切
萬
法

に
野
し
蓮
徹
せ
ざ
る
所
な
く
、
臨
濟
は

「
心
法
無

形
蓮
貫
十
方
」

ご
説

き
、
今
又
「
自
己
於
庭

々
一達

真

萬
法
無
性
無
相
こ
ご
云
ひ
、
共

に
通
徹
看
照
の
意
義

を
明
に
し

て
ゐ
る
。
然

る
ざ
き
は
、

35
法
は
濁
脱
無
爲
の
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
濁
脱
無
爲

の
心
法

に
し
て
始

め
て
十
方

及
び
萬
法
を
遽
徹
看
照
し
得
る
の
で
あ

る
。
か
く
て
大
蓮

の
意
義

も
明
瞭

こ
な
り
、
自
性
の
爵
在
性
も
顯
著

ε
な
る

の
で
あ

る
。
此
大
萢
自
在
の
難
畳
性
は
自
己
の
法
位
を
曾
て
離

る
、
こ
と
な
く
、
滋
場
安
坐
の
佛
な
る
故

に
、
換
言

す

れ
ば
常
在
露
鷲
山
で
あ
り
「
法
住
法
位
」
の
端
的
で
あ
る
。
又
現
前
す

べ
き
佛
法
も
成
佛
す

べ
き
佛
道
も
此

の
端
的

に
は
存
在
せ
ぬ
の
で
あ
る
o
換
言
す

れ
ば
法
自
禮

の
存
在
に
は
成
佛
な
ご

、
云
ふ
・如
き
特
別

な
新
な
鮒覚
醒
は
無

い
o

「
法
住
法
位
」
が
帥
坐
遣
場

で
あ
り
道
場

の
佛

に
は
永
遠

に
成
佛
な
ご
云

へ
る
過
程
の
法
は
容
れ
ら
れ
ぬ
。
何
故
な
れ

ば
難
昼
性

に
は
迷
悟

ご
云

へ
る
如
き
過
程
的

の
法
あ
る
こ
と
は
認

め
得

ぬ
。
迷
悟
無
き
者

に
は
成
佛
不
成
佛
の
相
樹

的
法
あ
る

べ
き
理
由
は
無

い
の
で
あ
る
。
然

る
に
僧
は
這
箇

の
意
義
を
膿
得
せ
ざ

る
よ
り
、
「
爲
"甚
麿
一不
レ得
レ
成
　佛



道
一L
ご
再
問
を
登
し
π
の
で
あ
る
。
是

に
依

つ
て
俗

の
本
有
圓
成
底

の
佛
を
禮
現

せ
ざ

る
こ
ビ
も
明
で
あ
り
、
同
時

に
他

に
向

つ
て
佛
を
探
求
す

る
の
結
果
、
此

の
如
き
疑
問
を
抱

い
元
の
で
あ
る
。
爾
本
則
に
就
て
は
、
無
門
慧
開
の

詐
語
及
碩

に
よ
り
て
話
頭

の
意
義
を
究
明
す

る
こ
ざ
に
す

る
。

無
門

云
、
只
許

老

胡
知
一、
不
レ許
　老
胡
會
一。
凡
夫
若
知
帥
聖
人
、
聖
人
若
會
即
是
凡
夫
。

老
胡

ご
は
普
蓮
は
達
磨
を
云
ふ
も
、
實
は
支
那
儒
生
の
佛
菩
薩
を
呼

ぷ
総
稽

で
あ
る
。
此
場
合

の
老
胡
は
勿
論
達
磨

の
意
味

に
あ
ら
す
し
て
大
蓮
智
勝
佛
を
指
し
て
云

ふ
。
而
し
て
知
ご
會
ご
の
意
味

は
、
宗
鏡
録
三
十
六

に
左
の
如
く

記
し
て
ゐ
る
、
其
意
義
頗

る
明
瞭

に
し
て
且

っ
之
を
理
解
す

る
に
便
な
る
爲
め
之
を
引
用
す

る
こ
ご
に
す

る
。

般
若
無
知
論
云
、
有

所

知
一則
有
所

レ不
レ知
。
以
聖

知
無
ツ知
故
、
無
レ所
ネ

!知
。
不
知
之
知
乃
日
　
一
切
知
一。
故

経
云
、
聖

心
無
レ知
、
無
レ所
レ不
知

尖
。
然
則
智
有
二窮
幽
之
鑑
一、
而
無
レ知
焉
。
紳
有
慮

會
之
用
一無
レ
慮
。
所
以
紳

傭
仰
順
化
無
レ窮
、
智
無

画

不
フ察
。
而
無

一照
功
一、
斯
則
無
知
之
所
レ知
、

聖
騨
所
レ會
也
。

所
知
は
有
限
的
な
知

で
あ
る
。
故

に
無
限
絶
甥
の
佛
を
思
辮
す

べ
き
能
作
を
有
し
な
い
。
然

る
に
無
知
の
知
は
無
限

知

を
意
昧
す

る
か
ら
無
限
絶
樹
の
佛
を
認
知
し
得

る
。
而
も
無
知

の
知

は
、
知
自
睦

に
於
て
最
も
深
き
幽
淵
な
る
法

を
鑑
別
洞
蓮
す

べ
き
能
作
を
有
す

る
故
、
「
佛
法
不
現
前
不
得
成
佛
遁
」
の
め
り
の
ま

、
を
あ
り
の
ま

、
に
知

り
得

る
。

換
言
す
れ
ば
眞
理
を
眞

理
の
ま

、
に
如
實

に
直
観
し
得

る
の
で
あ
る
。
故

に
無
門
は
「
只
許
老
胡
知
」
ご
云

つ
た

の
で

あ
る
o
會

は
慮
會

の
用
を
解
す

る
ご
き
は
、
任
運
無
作

に
し
て
何
等

の
は
か
ら
ひ
無
く
し
て
慮
動
す

る
知

で
あ
る
。

話

頭

の
考

察

五
九



謡

頭

の
考

察

穴
0

郎
ち
無
知

の
知

の
野
他
的
自
動
作
用

で
あ
る
o
然
し
凡
夫
に
在
り
て
は
舜
別
知

に
囑
し
て
煩
悩

の
所
蠣

な
る
も
、
聖

に
あ
り
て
は
事
相
差
別
の
萬
法

に
通
じ
て
遍
漣
肉
在
の
作
用
を
云
ふ
。
若

し
之
を
激
學
的
に
解
説
す

れ
ば
、
知
は
般

若

の
大
智

な
る
ゆ

へ
之
を
無

知
の
知

ご
云
ひ
、
郎
ち
繹
の
根
本
智

に
し
て
、
法

の
理
騰
若
し
く
ば
法
身
佛
を
知
得
す

　

む

る
知
は
則
ち
此
知
で
あ
る
。
更

に
法
身
説
に
就

て
云

へ
ば
、
所
は
則
ち
理
法
身
に
し
て
、
能
は
則
ち
智
法
身

で
あ
る
。

能
所
は

一
懸
の
批
判
な
れ
ば
實

は
智
法
身

が
自
己
の
自
騰
た
る
理
法
身
を
知

る
に
過
ぎ
な
い
。
是
れ
「
只
許
」
ご
云

ふ

所
以
で
あ

る
。
會

は
則
ち
灘
の
後
得
智

に
し
て
報
身
の
慮
動
作
用
な
れ
ば
慮
身

に
囑
す

る
も
、
今

は
大
通
智
勝
佛

の

不
生
不
滅
無
始
無
絡
を
謹
得
す

る
場

合
な
れ
ば
「
不
許
會
」
ご
云
ふ
Q
頚

に
「
了
レ心
休
」
ご
は
知

の
場
合
を
云
ひ
、
「
了
ゾ

身
」
ご
は
「
不
許
會
」
の
場
合
を
云
ふ
の
で
あ

る
Q
故

に
頚

に
は

了
〆身
何
似
了
レ心
膿
。
了
二得
心
一分
身
不
レ愁
。
若
也
身
心
倶
了

々
。
紳
仙
何
必
更
封
レ侯
。

「
凡
夫
若
知
帥
聖
人
」
ご
は
凡
夫
直

に
大
通
智

勝
佛
な
る
こ
ご
を
顯

し
、
「
聖
人
若
會
帥
是
凡
夫
」
ご
は
則
ち
慮
身

に
現

れ
π
る
異
類
中
行
の
慧
味
を
顯
す

の
で
、
聖
的
凡
夫

は
勿
論
煩
儲
具
足
の
凡
夫

で
は
な

い
。
大
悲
慮
現

の
凡
夫
た
る

こ
ε
は
説
明
を
要
せ
す
し
て
明
で
あ

る
。
五
燈
會
元
入
の
龍
濟
紹
修
輝
師
示
衆
に

具
　足
凡
夫
法
一凡
夫
不
レ知
、
具
一足
聖
人
法
一聖
人
不
レ會
Q
聖
人
若
會
帥
是
凡
夫
、

凡
夫
若
知
帥
是
聖
人
。

ご
説

い
て
ゐ
る
。
以
て
知

る

べ
き
で
あ
る
o

頚

の
「
身
心
了

々
」
ご
は
爾
者
の
合

一
で
あ
る
。
合

一
ご
は
知
自
膿

の
無
知

に
餅

し
て
始
め
て
得

べ
き
紳
秘
境

で
あ

ず



る
。
故

に
封
侯

の
如

き
は
問
題

に
あ
ら
す

ご
の
意
昧
で
あ
る
。
紳
仙
は
身
心
内
外
共

に
解
脱
せ
し
安
樂
者
で
、
自
性

の
大
通
佛
を
悟

り
心
を
了
し
て
体
歌
す

れ
ば
、
教
學
の
所
謂
階
級
を
踏
破
し
て

一
念
頭
に
身

心
無
爲
た

る
こ
ご
恰
も

紳
仙

の
如
く
、
絶
學
無
爲
の
閑
道
人
ビ
な
る
の
で
あ
る
Q
故
に

}
切

の
知
分
別

の
作
爲
を
脱
し
て
、
不
成
佛
の
眞
の

成
佛
を
禮
験

せ
し
め
ん
こ
す

る
の
が
此
則
の
意
味

で
あ
り
、
同
時

に
不
成
佛

の
成
佛
を
得
た
る
者
を
眞
の
閑
遣
人

ご

云
ふ
の
で
あ

る
。

七
、
鐘

聲

七

條

雲
門
山
光
奉
院
文
假
灘
師
、
嘉
與
人
也
。
姓
張
氏
。
幼
依
二塞
王
寺
志
澄
律
師
一出
家
。
敏
質
生
知
、
慧
辮
天
縦
。

及
レ長
落
髪
稟
二具
干
眈
陵
壇

。
侍
レ澄
数
年
、
探

窮

律
部
一、
以
色

事
未
7明
、
往
墾
睦

州
一。
縫
見
レ來
便
閉
二却
門
一、

師
乃
拍
レ門
、
州
日
誰
、
師
日
某
甲
、
州
日
作
二甚
麿
一、
師
日
已
事
未
レ
明
乞
師
指
示
。
州
開
レ
門

一
見
便
閉
却
。
如
レ

是
連
二
三
日
一。
拍
レ
門
至
=第

三
日
一。
州
開
レ門
師
乃
拶
入
、
州
便
檎
住

日
滋

々
、
師
擬
議
。
州
便
推
出
日
秦
時
鍍
礫

鐙
、
途
掩
レ門
損
二師

一
足
一。
師
從
レ此
悟
入
。
州
指
見
昌雪
峰
一…
…
…
師
次
上
雛雪
峰
哺、
峰
締
見
便
日
、
因
昌
甚
麿
一得
ノ

到

與
麿
地
一、
師
乃
低
頭
、
從
レ此
契
合
、
温
研
積
レ稔
、
密
以
奈

印

授
焉
。
師
出
レ嶺
偏
謁
藷

亥

、

霰
窮
殊
軌

、
鋒

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

も

　

　

　

　

　

　

も

　

辮
瞼

絶
、

世

所
　盛
聞

一…

…
…

上
堂

因
聞
　鐘

聲

乃

日
、

世
界

與
歴

廣
闊

、
爲
=甚
麿

一鐘

聲
披

毛

條

"…
…

・:
師

唱
甦

霊

樹
雲
門

一凡
三

十
載
、

…

…
…

乾
和
七

年

己
酉

四
月
十

日
順
寂

。
(五
燈
盒邸元
+
五
、
景
徳
傳
燈
錐
+
九
)
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話

頭

の

老
ゾ
察

山ハ
ご

傳
中
「
聞
鐘
聲
」
よ
り
「
披
七
條
」
ま
で
が
則
ち
公
案

で
あ

る
。
前
述
の
公
案
を
分

別
智

を
止
揚
し
て
智
自
身

の
眞
實
を

膿
認

せ
し
む
る
者
ビ
し
た
な
ら
ば
、
此
則
は
智

の
圓
適
無
碍
を

止
揚
す

る
者
な
れ
ば
、
此
智

は
軍
な
る
智

に
あ
ら
す

し
て
、
無
知
の
作
用
と
し
て
の
分
別
智

の
騰
験
に
在
る
。
元
家

一
眞
法
界
は
眞
實
智

の
世
界

な
る
ゆ

へ
何
等

の
聲
塵

等

の
迷
無
く
、
清
浮
本
然
π
る
者
で
あ
る
。
是
れ
「
世
界
廣
闊
」
な
り
ご
云
ふ
所
以
で
あ
る
o
然

る
に
鐘
聲
を
聞

い
て

強

て
威
畳
を
動

か
し
て
「
披
七
條
」
す

る
は
何
ぞ
や
ご
、
其
理
由
を
問
ふ
の
で
あ
る
。
然
し
そ
れ
は
本
則
を
軍

に
表
面

よ
り
見
た
る
見
解

に
し
て
、
麗
の
暉
た
る
意
味
、
換
言
す

れ
ば
公
案
ご
し
て
の
意
味
は
他
に
存
在
す

る
の
で
あ

る
。

故

に
本
則
を
考
察
す

る
に
は
其
生
超
す
る
所
以
よ
り
之
を
考
察
し
て
、
而
し
て
後
本
則

の
意
義
を
明
確
に
す

べ
き
で

あ
る
o

本
則
生
起
の
理
由
は
、
六
塵

に
依

る
六
根
、
帥
ち
受
威
性
に
か
ら
ま

る
迷
ひ
あ
る
も
、
今

は
其
迷
を
離
脱

し
π
る

上

に
活
作
略
を
示
す
爲

に
提
示
し
た
者
で
あ

る
。
娚
嚴
経
三
に
眞
如
性
を
示
す
中
、
受
戚
性

の
惑

に
就
て
左

の
如

く

説

い
て
ぬ
る
。

阿
難
磐
如
7有
レ人
以
[】雨
手
指
一急
塞
一其
耳
一、
耳
根
勢
故

.
頭
中
作
占聲
。
兼
二耳
與
ソ
勢
同
是
菩
提
、
謄
　肇
勢

相
一、

閣
困
動

静
二
種
妄
塵
一登
レ聲
、
居
レ中
璽

翼

塵
像
一名

難

聞
性
一、
此
聞
離
彼

動
静
二
塵
一、
畢
覧
無
レ禮
。
如
レ是
阿
難
當
レ

知
、
是
聞
非
動

静
來
剛、
非
根

出
階、
不
一一於
塞
生
一。
何
以
故
、
若
從
レ静
來
動
帥
随
滅
、
麿
レ非
レ
聞
レ動
。
若
從
レ動
來

静
帥
随
滅
、
慮
レ無
レ畳
レ静
。
若
從
レ根
生
、
必
無
動

静
一。
如
レ是
聞
膿
本
無
魯

性
一。
若
於
レ室
出
、
有
レ聞
成
レ性
、
帥



非
虚

室

。
又
室
自
闘
荷

汝
入
一。
是
故
嘗
レ知
、
耳
入
虚
妄
本
非
因

縁
蝋、
非
二自
然
一Q

宇
宙
間

の
総
て
の
物
を
総
括
せ
ば
、
動
禮

ご
静
禮

ご
の
二
に
出

で
な

い
で
あ
ら
う
。
而
も
此
二
に
よ

つ
て
混
惑

に
陥

る
の
で
あ

る
。

か

、
る
相
饗
界

に
心
を
置
き
、
又
物
を
相
野
的

に
見

る
に
よ
り
物
の
眞
實
を
掴
み
得
な
い
ご
同
時

に

自
己
の
眞
實
を
も
掴

み
得

な
い
の
で
あ
る
。
故
に
佛
は
右

の
経
中

に
客
観
的
動
静

の
二
に
よ

つ
て
生
じ
た
る
者
は
、

其
物
の
滅
す
る
ε
共

に
滅
無
に
蹄
す

る
o
若
し
滅
無

に
蹄
す

る
こ
す
れ
ば
、
そ
れ
は
眞
實

の
者
に
あ
ら
す
ご
、
故

に

動
静
の
二
相
を
超
越
し
た
る
世
界
は
、
學
・的
知

の
世
界

で
な
く
、
無
知

の
世
界

で
あ
り
、無
知

の
世
界

に
入
う
、無
知

の
世
界
よ
り
動
静

の
二
相
を
見

れ
ば
、

二
者
共

に
眞
實

で
あ

つ
て
鍵
異

の
ま

、
不
愛
異

で
あ
る
。
臨
濟
輝
師

が
、
常

に
「
聴
法
底

の
人
を
識
取
せ
よ
」
叉
は
「
光
影
を
弄
す
る
底
の
人
を
識
取
せ
よ
」
ご
云

へ
る
如
く
、
光
影

に
よ
り
聴
法
に

よ
り
生
じ
た
る
心
作
用
は
、
光
影
及
び
聴
法

の
滅
す

る
と
共

に
滅
す

る
も
.
「
弄
す

る
底
の
人
」
は
常
に
光
影

に
癒
じ

て
活
動
す

る
故

に
、
鐘

が
鳴
れ
ば
そ
れ

に
慮
じ
て
七
條
の
袈
裟
を
披

し
、
汽
笛
が
鳴

れ
ば
そ
れ
に
慮
じ
て
活
動
し
、

其
間
眞
鶴

は
な

い
。
是
れ
廣
潤
な

る
世
界

だ
る
所
以
で
あ
る
。
爾
同
経
に
耳
識

に
就
そ

左

の
如
く
説

い
て
あ
る
。

阿
難
汝
更
聴
、
此
祇
陀
園
中
、
食
辮
レ撃
レ
鼓
衆

集
、
撞
レ鐘
鐘
鼓
音
聲
前
後
相
綾
。
於
ソ
意
云
何
、
此
等
爲
雪
是
聲

來
昌耳
邊
一、
耳
往
串聲
慮
㌔

阿
難
若
復
、
此
聲
來
昌於
耳
邊
噌、
如
ド我
乞
二食
室
羅
筏
城
哺、
在
祇

陀
林
一則
無
占有
レ我
。
此

聲
必
來
一一阿
難
耳
慮
一、

目
連
迦
葉
癒
レ不
=倶
聞
一、
何
況
其
中

一
千
二
百
五
十
沙
門
、

一
聞
=
鐘
聲
一
同
集
=
食
虚
㌔

若

復
汝
耳
往
彼

聲
邊
一、
如
下我
蹄
住
二砥
陀
林
一、
在

室

羅
筏
城
一則
無
占有
レ我
。
汝
聞
敢

聲
一、
其
耳
已
往
肇

鼓

之
威
一、

酔詰

頭

の

考

察

山
ハ
三



詩

頭

⑳

考

寮

霧
四

鐘
聲
齊
出
、
慮
レ不
倶

聞
嚇、
何
況
其
中
象
馬

牛
羊
》

種

々
音
響
、
若
無
來

往

、
亦
復
無
レ聞
。
是
故
當
塚
知
、
蕪
與
昌

音
聲
噌、
倶
無

虚

所
一。
帥
嘉
與
レ聲
、
一
一慮
虚
妄
、
本
非
国

縁
哺、
非

倉

然
性
一。

是

れ
前

の
引
用
文

ご
大
禮

に
於
て
は
異

り
無
く
、
此

の
如

く
所
聞

と
聞
畳
ざ
の
二
邊
に
あ
る
間

は
、
同

じ
く
相
劉
界

な
れ
ば
解
脱
自
在
の
作
用
は
襲
露
せ
組
の
で
あ
る
。
是
に
於
て
三
摩
地
に
入
り
、

一
切
を
察
う
し
て
始

め
て
眞
如
性

が
現
す

る
の
で
あ

る
。
遙
箇
の
理
由
に
依
り
て
否
定
遁

を
提
露
し
て
、

一
切
を
否
定
せ
し
む

る
。
是

れ
無
門
慧
開
が

「
眼
威
聞
一聲
方
始
親
」

ε
説
け

る
所
以
で
あ
る
。

何

ご
な
れ
ば
、
耳
慮

に
聞
く
は
普
通

の
相
封
作
用
な
れ
ば
、
其
相

封
を
出
で
た
る
所

に

一
切
肯
定

の
李
等
界

が
登

る
。
此
李
等
界
よ
り
聞

い
て
始

め
て
何
等

の
碍
b
な
く

、
聞
に
随

つ

て
自
在

の
作
用
が
現
前
す

る
。
更

に
云

へ
ば
、
李
等
界
に
於
け

る
聞
ご
作
用

ご
は
同

一
に
し
て
、
全
禮

の
聞
全
膿

の

作
用

に
し
て
、
何
等

の
矛
盾
は
な

い
の
で
あ
る
。
此
意
味

を
最

も
能
く
示
せ
る
者
は
左
記
の
語
で
あ

る
。
依
て
墾
照

の
爲

に
記
す

る
こ
ご
に
す

る
。

傳
燈
録
日
、
唐
相
杜
鴻
漸
謁

蕪

住
繹
師
蒔

、
庭
樹
鵬
鳴
。
杜
公
問
レ
師
聞
否
、

日
聞
。
鵡
去
巳
又
問
、
師
聞
否
、

日
聞
り
公
日
蟷
去
無
レ聲
、
云
何
言
レ聞
。
師
因
普
告
夫

衆
一日
、
無
聞
有
聞
、
非
レ闘
商

性
蘭、
本
來
不
生
、
何
曾
有
ゾ

滅
。
有
聲
之
時
是
聲
塵
自
生
、
無
聲
之
時
是
聲
塵
自
滅
。
而
此
聞
性
、
不
=随
レ聲
生
一、
不
=随
レ聲
滅
一。
悟
二此
聞
性
一、

則
免
二聲
塵
之
所
聾

。
當
レ知

、
聞
(
性
)
無
二生
滅
一、
聞
(性
)無

妻

來
一。
(大
明
録
五
)



八
、
平

常

心

是

道

南

泉

の
傅
は
第
五
則
斬
猫

の
所

に
記
せ
う
。
而
し
て
此
話
頭
は
傳
燈
録
十
、
五
燈
會
元
四
、
繹
林
類
楽
大
遣
門

に

出

づ
。
交
章
多
少

の
相
異
あ
る
も
意
味

に
於

て
同

一
な
れ
ば
今
は
、
無
門
關
の
則
を
記
す

る
こ
ご
に
す

る
。

南
泉
因
趙
州
問
、
如

何
是
道
。
泉
日
李
常
心
是
溢
。
州
日
還
可
趣

向
一否
、
泉
日
擬
レ向
帥
乖
。
州
日
不
レ擬
孚
知
二

是
道
一。
泉
B
遽
不
レ
囑
知

、
不
レ
嘱
二
不
知
哺、
知
是
妄
畳
、
不
知
無
記
。
若
眞
達
ネ

疑
之
道
一、
猶
如
一天

虚
廓
然
洞

諮
一、
量
可
二強
是
非
一也
。
州
於
鯛言

下
一頓
語
。

南
泉
の
趙
州
に
示
す
所
甚
懇
切
を
極
む
.、
之
を
前
の
斬
猫
の
則
に
比
す

れ
ば
殆
ざ
別
人

の
観

が
あ
る
。
而
し
て
此
則

の
中
心
問
題
は
、
云

ふ
ま
で
も
な
く
道

に
し
て
、
然

も
溢
は
東
洋
思
想

の
中
核
を
な
し
、
佛
敏
儒
教
共

に
之

を
除
却

す
れ
ば
、
宗
激
、
道
徳
、
政
治
等
其
根
基
を
失

ふ
の
で
あ

る
。
常

に
佛
溢

ご
云
ひ
儒
道

ぜ
云
ひ
、
王
湛

ご
云
ひ
覇
造

ε
云
ひ
、
其
他
輝
滋
武
遣
等

ご
云
ふ
如
く
、
東
洋
思
想
中
核
は
皆
遽
を
以
て
表
示
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
故

に
道
は
東
洋

の
総
て
の
眞
理
の
窮
極
を
表
現
せ

る
抽
象
的
名
詞
で
あ
る
ご
共

に
、
東
洋
學
の
根
幹
を
な
せ
る
者
で
あ
る
。
此
等
の

意
味

よ
り
云

へ
ば
、
東
洋

の
學
は
道
を
窮
明
す

る
こ
ご
に
よ
り
て
、
政
治
遣
徳
宗
敢
等

の
窮
極

の
理
は
盤
さ
る
、
の

で
あ
る
。

ヒ
肇
論

に
於
け
る
遁

に
關
す

る
説
は
、
儒
漱
佛
激
蓮
駿
の
各
説
を
概

括
的
に
指
摘
せ
る
を
以
て
、
其

一
端
を
知

る
に

話

頭

の
考

察

山ハ
五



話

頭

の
考

察
.

六
六

便
な
れ
ば
左

に
記
す

る
こ
ご
に
す

る
。

遣
之
極
聡
日
=菩
提
一、
秦
無
二言
以
鐸
乏

、
後
代
諸
師
皆
謬
爲
造

、
以
嵩智
論
翻
爲
二佛
道

故
。
今
問
如
周

易
日
一、

立
ス

之
道
白

二仁
與
ツ義
、
此
則
儒
宗
=仁
義
一
爲
レ道
。
荘
子
日
、
虚
静
悟
淡
、
寂
箕
無
爲
者
、
天
地
之
李
而
道
徳
之

至
、
此
則
道
家

以
昌虚
無
一爲
造

。
今
鐸
氏
宗
以
レ何
爲
レ道
。
答
日
、
般
舟
経
日
、
諸
佛
從
ゾ心
得
解

脱
一、
心
者
清
浮
、

名
蕪

垢
一。
五
道
鮮
潔
不
レ受
レ色
、
有
レ解
レ之
者
大
遽
成
。
是
知
、
吾
漱
以
レ心
爲
ノ撹
。
心
乃
自
姓
清
浮

35
也
、
其
膿

湛
寂
、
其
性
露
照
、
無
レ名
無
レ相
、
絶
レ有
絶
レ無
。

儒
佛
蓮
の
三
家
皆
道
を
窮
極
の
眞

理
ご
な
せ
し
こ
ε
は
之
に
よ
り
て
明
か
で
あ
る
。
而
し
其
内
容
に
至
り
て
は
立
脚

を
異
に
す

る
を
以
て
相
異
す

る
如

き
も
、
膿
を
主

こ
し
て
説
明
せ
し
か
、
用
を
主
と
し
て
説
明
せ
し
か
、
或
は
禮
用

を
別
た
す
し
て
説
明
せ
し
か
に
過
ぎ
ぬ
。
故

に
観
方
の
異
り
に
よ
う
て
説

明
を
異
に
す

る
も
、
遁
自
ら

に
於
て
は
儒

佛
遽

の
三
家
を
超
越

せ
し
ゆ

へ
異

る

べ
き
道
理
は
な

い
の
で
あ
る
。
所
が
度

一
切
諸
佛
境
界
経

に
は
菩
提
に
就

て
左

の
如
く
説

い
て
居

る
。
そ
れ
は
菩
提
に
就

て
多
種

の
説
明
あ
り
ご
し
て
も
、
最
も
明
瞭

に
其
意
昧
を
表
は
し
て
ゐ
る
o

こ
、
を
以
て
南
泉

の
眞
實
不
疑

の
遣
を
槍
照
す

る
準
備

ご
し
て
記
す

る
の
で
あ
る
。

文
殊
日
、
菩
提
者
、
無
　形
相
一無
レ爲
。
云
何
無
形

相
一、
不
レ可
下以
訟
ハ
識
一讃
占故
。
云
何
無
レ爲
、
無
二生
住
滅
一故
。

已
に
「
六
識
を
以

て
識
る

べ
か
ら
す
」

ピ
云

へ
ば
、
吾
人

の
認
識
を
以
て
知

る
べ
か
ら
ざ

る
は
勿
論
、
叉
「
生
住
滅
無

し
」

ε
云

へ
ば
其
膿
の
湛
寂
な
る

こ
ご
は

元
よ
り

で
あ
る
。

此

の
如
く
湛
然
不
動
に
し
て
生
住
異
滅
の
四
相
を
離



れ
、
六
識
を
以
て
禮
認
す

る
こ
ご
能

は
す
ご
せ
ば
、
如
何

に
し
て
道

を
自
己

の
有

ビ
す

べ
き
で
あ
ら
う
か
。
趙
州
も

佛
典

の
解
説
に
よ
る
溢

は
元
よ
り
之
を
理
解
せ
し
な
ら
ん
、
而
も
此
問

を
登
す

る
は
何
故
で
あ
ら
う
。
蓋
し
経
典
所

説

の
蓮
は
知
識
的
知
に
訴

へ
て
理
解
す

る
の
み
に
し
て
抽
象
的
道

の
理
解
に
過
ぎ
な

い
。
是

れ
彼
が
更

に
南
泉

に
向

つ
て
道
を
問
ひ
し
者
で
あ
ら
う
。
然

る
に
南
泉

は
「
李
常
心
是
溢
」
ご
答
ふ
。
信
肇
は
良
性
清
浮
心
を
以

て
遽

こ
な
し
、

度

】
切
諸
佛
境
界
経
は
無
形
無
爲
を
以

て
道

ε
な
す
、
這
箇
の
三
種

の
遣
は
同
意
味

の
濾
に
就

て
表
現

の
語
を
異
に

・せ
し

の
み
で
あ
る
。
何
ご
な
れ
ば
無
爲
無
形

の
心
に
し
て
始
め
て
清
浮
で
あ
り
、
清
浮

35

に
し
て
始
め
て
李
常
た
り

得

る
か
ら
で
あ

る
。
然
し
清
浮

心
ご
云
ひ
李
常

36
ご
云
ふ
も
實
は
心
自
膿

に
あ
ら
す
し
て
其
説
明
に
過
ぎ
ぬ
。
從

つ

て
問
題

は
依
然
ご
し
て
存
在
す

る
。
是
れ
趙
州
の
還
て
趣
向
す

べ
き
や
否
や
ε
膿
験
の
方
法
を
問

へ
る
所
以

で
あ
る
。

南
泉
は
「
擬
向
帥
乖
」
ざ
修

行
に
よ
り
て
得

べ
き
は
李
常
心

に
あ
ら
す
ε
云
ふ
。
是

に
於
て
再
問
し
て
「
不
レ擬
璽
知
昌是

遊
」
ご
追
究
せ
し

に
、
「
遣
不
レ囑
レ知
不
ノ囑
不
知
一」
ε
云
ふ
、
度

一
切
諸
佛
境
界
経

に
は

「
不
〆可
・以
訟
ハ
識

識
と

ε
云

ふ
。
倶

に
之
れ
知
以
上

の
存
在
な
る
こ
ご
を
説

い
て
ゐ
る
。
勿
論
知
は
第
六
識

の
所
囑

に
し

て
、
能
知
心

で
あ
る
限

り
所
知
の
境
を
俘

ふ
。
若
し
溢

が
所
知
の
境
な
ら
ば
「
李
常
心
是
蓮
」
ご
云

ふ
べ
き
理
な
し
。
故

に
不
疑

の
大
遣

は
能

知
心

を
以
て
知

る
こ
ご
は
不
可
能

で
あ
る
。
而
し
て
南
泉

は
遭
を
以
て
大
虚

の
如
く
云
ふ
。
然

れ
ば
滋
は
何
等

の
定

限
な
く
名
相
な
く
、
高
下

な
く
浮
薇
な
く
、
廓
…然
洞
諮

こ
し
て
李
等
無
碍

で
あ
り
、
同
時
に
卒
常
心
も
亦
同
様

で
な

く
て
は
な
ら

ぬ
。
三
組
大
師
信
心
銘
に
は
、
「
一
種
李
懐
混
然
番
」
ご
説
け

り
。
李
懐

ド
}は
李
穏
無
事
の
胸
懐
の
意
な

…詰
頭

の
考

露
納

山ハ
七



話

頭

の
考

織解

山ハ
八

れ
ば
、
有
無
浮
稜
迷
悟
等

の
見
は
全
く
盤
き
去

つ
て
、
無
門

の
所
謂
閑
事
の
心
頭

に
掛
る
こ
ご
な
き
境
涯
な
れ
ば
、

「
無
難
の
至
道
」
「
無
着
の
玄
旨
」
で
あ
る
。
是
に
於
て
始
め
て
大
道
膿
寛

に
し
て
鉄

る
こ
ご
な
く
飴

る
こ
ご
な
く
、

圓
な

る
こ
ご
大
虚

に
同
じ

ε
総

し
得

る
。
然
れ
ざ
も
繹
の
藤
た
る
所
以
は
此

の
如

き
解
説
上
に
存
在
せ
す
し
て
、
只

騰
験

の
事
實

に
在
れ
ば
、
這
箇
の
大
溢

が
吾
人

日
常
生
活
上
に
具
現
す

る
所
に
存
す

る
。
若
し
南
泉

の
説
示
の
如
く

軍

に
喩
説
す

る
の
み
な
れ
ば
激
學

ざ
更

に
異

る
所
は
な
い
。
故

に
繹
は
虚
玄
の
大
遁
を
無
着
心
に
現
し
て
、
而
も
日

常
生
活
中

に
露
現

し
日
常
生
活
を
大
溢
た
ら
し
む
る
所
に
公
案

の
意
義

が
存
す
る
の
で
あ

る
。
然

ら
ば
之
を
如
何

に

日
常
生
活
中

に
具
現
せ
し
か
。
之
れ
は
例
話
を
以
て
表
示
す

る
の
外
道
な
け
れ
ば
左
に

一
例
を
記
す

る
こ
ご
に
す

る
。

総
持
寺
開
山
常
濟
繹
師
、

一
日
永
準
寺
第
三
世
徹
通
義
介
に
墾
す
。
義
介
示
す

に
卒
常
心
是
道

の
話
を
以
て
す
。

時

に
年

二
十
入
。

一
圓
室
に
入
り
見
解
を
呈
し
て
曰
く
、
我
會

せ
り
尖

ε
、
義
介
曰
く
汝
作
麿
生

が
會
す
◎
濟
曰
く

黒
漆
昆
裕
夜
裡
走

ご
、
介
曰
く
未
在
更

に
云

へ
。
濟
更
に
曰
く
、
茶
に
逢
ふ
て
茶
を
喫
し
飯

に
逢

ふ
て
は
飯
を
喫
す

ε
。
介
深
く
之
を
肯
ひ
て
印
可
す

ご
。
以
上

に
現

れ
た

る
黒
漆
云

々
の
語
は
無
差
別
李
等
の
意
味

に
し
て
具
現
の
機
用

を
有

せ
ざ
れ
ば
闇
黒

の
首
で
あ
り
、
光
無

き
遽

で
あ
る
o
是

れ
義
介
の
未
在

ビ
云

ふ
所
以

で
あ
る
o
然
し
禮
験

の
過

程
よ

b
云

へ
ば
、
此
過
程
を
経
過
せ
ざ
れ
ば
光
明
あ
り
生
命
あ
る
大
滋
は
獲
現

せ
ぬ
。
更

に
禮
験

の
心
理
よ
り
云

へ

ば
、
相
樹
的
智
よ
り
更

に
進
ん
で
絶
野
智

に
入
り
し
場
合
で
あ
る
。
更

に
絶
樹
智
よ
り
無
碍
智

に
入
り
て
眞
智

生
す
。

此
眞
知
現

れ
て
始
め
て
茶

に
逢

ふ
て
茶
を
喫
し
、
飯

に
逢

ふ
て
は
飯
を
喫
す

ε
云
ふ
事
實
的
眞
智
、
事
實
的
大
道
が

/



顯
現
す

る
の
で
あ

る
o
波
羅
提
奪
者

の
語

に

も

在
レ胎
爲
身

、
慮
γ捲
名
レ人
、
在
レ眼
日
レ見
、
在
レ
耳
日
レ聞
、
在
レ鼻
辮
レ香
、
在
レ
ロ
談
論
、

在
レ
手
執
捉
、
在
レ足
運

奔
、
偏
現
倶
該
渉

界
一、
牧
癒
在
二
一
微
塵

、
識
者
知
二是
佛
性
蝋、
不
識
呼
作
一一精
魂
噌。

臨
濟
録

に
も
同
様

の
語
あ
る
も
、
此
等

の
語
も
若
し
概
念
を
言
語

に
寓
せ
し
の
み
な
ら
ば
、
佛
性

ε
も
大
道
と
も
な

り
得
な

い
◎
故
に
概
念
描
寓
で
な
く
て
、
此

の
如
く
日
常
底

に
具
現
す

る
所

に
此
則
の
眞
意
が
存
在
す

る
の
で
あ
る
。

八
、
離

却

語

言

前
汝
州
南
院
法
嗣
、
汝
州
風
穴
延
沼
暉
師
。
除
抗
人
。
初
登
二
　
於
越
州
鏡
清
順
徳
大
師
一、
未
レ
養
二
堂
奥
一、
尋

詣
島嚢
州
華
嚴
院
一遇
二守
廓

上
坐

、
即
汝
州
南
院
侍
者
也
、
乃
密
探
}南

院
宗
旨
一。
初
見
不
二禮
舞
一、
便
問

日
、
入
需

蓼

辮
逢

、
端
的
請
師
分
。
南
院
以
二左
手
一附
レ膝
。
師
喝
。
南
院
以
　右
手
}
掃
レ膝
。
師
叉
喝
。
南
院
墨
昌
左
手
輔
日
、
這

・
箇
郎
從
昌閣
黎
一。
又
墨
冶

手
自

、
這
箇
叉
作
麿
生
。
師
日
謄
、
南
院
擬
レ拮
社

杖
蝋次
、
師
日
作
　什
摩

、
奪

}柱
杖
噌

釘
}着
老
和
爾
一、
莫
レ言
不
レ道
。
南
院
日
三
十
年
住
持
、
今
日
被
二黄
面
游
子
羅
織
一。
師
日
、
和
術
大
似
昌
持
鉢
不
レ得

詐
道
ツ不
ノ飢

り
南
院
日
、
閣
黎
幾
時
曾
到
一南
院
幽來
。
師
日
是
何
言
欺
。
日
老
僧
問
レ汝
、
師
日
也
不
レ得

放

過
一。
南

院
日
且
坐
喫
茶
。
師
方
叙
二師
資
之
禮
一。
自
後
癒
二潟
仰
之
懸
記
一。
出
世
聚
レ頭
。
南
院
法
道
、
由
レ是

大
振
二諸
方
唱尖
。

以
上

の
傅

に
よ
り
て
南
院
慧
願
ビ
師

ζ
の
安
渉
は
知
得
ら
る
、
が
、彼
は
元

ε
儒
生
に
し
て
進
士
の
試
瞼

に
落
第
し
、

謡

頭

の
考

察

六
九



話

頭

の
考

察

七
Q

是

に
於
て
志
を
轄
じ
て
出
家
し
、

開
元
寺
智

恭
に
從

ひ
且

つ
具
足
戒
を
受
け
天
台

の
摩
詞
止
親
を
研
究
す
。
年

ご
十

五
に
し
て
初

め
て
鏡
清

に
謁
し
て
繹
門

に
入
う
、
次

に
華
巌

に
墾
し
、
南
院
に
在
る
こ
ご
六
年
、
後
四
衆

に
請
せ
ら

れ
て
風
穴
に
住
す

る
こ
ご
入
年
間

な
り
き
。
其
後
兵
餓
を
避
け
て
郵
州
に
移

り
、
闊
城

の
李
吏
君

に
謁

し
て

凶
夏
を

邊
る
。
汝
州

の
太
師
宗
侯
宅
を
捨
て

、
寺
ご
な
し
て
住
せ
し
む
。
廣
順
元
年
勅
額
を
賜
は
リ
ニ
十

二
年
間

こ

、
に
住

し
て
百
有
籐

の
大
衆
を
接
す

ε
云
ふ
。
然

る
に
此
公
案

は
無
門
關

に
其
要
黙

の
み
を
記
し
て
居

る
が
、
傳
燈
録

に
は

詳
細

に
記
し
て
あ
る
。

肇
法
師
寳
藏
論
離
微
禮
浮
品
云
、
其
入
離
出
微
。
知
レ入
レ離
外
塵
無
二所
依
一。
知
レ出
レ微
内
心
無
昌所
爲
一。
内
心
無
昌

所
爲
一、
諸
見
不
・能
レ移
。
外
塵
無

所

依
一、
萬
有
不
レ能
レ機
。
萬
有
不
レ能
レ機
、
想
慮

不
一乗
馳
一。
諸
見
不
レ能
ゲ移
、
寂

滅
不
思
議
。
可
レ謂
本
浮
禮
離
微
也
。
擦
ノ入
故
名
レ離
、
約
レ用
故
名
γ微
。
混
而
爲
ン
一
、
無
γ
離
無
レ
微
、
禮
浮
不
レ可
レ

染
、
無
レ染
無
レ浮
。
禮
微
不
レ可
レ有
、
無
レ有
故
無
レ無
。
已
上
如
何
蓮
一】不
犯
一。
師
日
、
常
憶
江
南
三
月
裡
、
鵬
嶋
噌

庭
百
花
香
。

無
門
關

に
は
之
を
要
約
し
て
左

の
如
く
記
し
て
居

る
Q

風
穴
和
尚
因
信
問
、
語
黙
渉
=離
微
一、
如
何
通
=不
犯
一。
穴
云
長
憶
江
南
三
月
裡
、
鵬
胡
帰
塵
百
花
香
。

是
れ
心
性

の
本
燈

に
關

し
て
の
問
話

に
し
て
前
の
話
頭
と
異
る
こ
ご
な
き
も
、
其
作
用

に
就
て
は
自
ら
異

る
黙
が
あ

る
。
そ
れ

で
本
膿

の
考
察
を
試
み
て
風
穴

の
答
話
に
入
る
こ
ご
に
す

る
。



古
來
心
性

は
本
用
に
廣
別
し
て
論
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
本
膿

こ
し
て
の
性
は
、
絶
鋼
的
實
在
ε
せ
ら
れ
。
清
浮
、
又

は
不
生
不
滅
不
鍵
不
異
、
無
念
無
相
、
無
大
無
小
、
無
長
無
短
ご
説
示
せ
ら

れ
て
ゐ
る
。
勿
論
此
立
場
は
唯
心
論
的

な
る
た

め
絶
樹
主
槻
た

る
こ
ご
は
云
ふ
ま

で
も
な
い
。
起
信
論
に
於
け

る
眞
如

ビ
同
意
味
な
れ
ば
、
萬
有

の
本
禮
に

し
て
同
時

に
萬
有
を
含
撮
す
ご
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
此
意
昧

よ
り
観
る
ε
き
は
心
性
は
萬
有

の
内
在
性

に
し
て
同
時

に
、

超
越
的
實
在
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
從

つ
て
萬
有
は
實
在
π
る
心
性
の
開
展

に
依
れ
る
者
な
る
ε
同
時
に
、
萬
有
は
心

性

に
還
元
す

べ
き
性
質
を
有
す

る
者
ざ
な
る
の
で
あ
る
。
是
に
於
て
始
め
て
萬
法
帥

一
心
、

一
心
帥
萬
法
ご
云

ふ

一

元
的
原
理
ご
心
性
ご
萬
有
ご
の
關
係
を
見
出
す

の
で
あ
る
。
然
ら
ば
自
性
ご
は
如
何
な

る
性
質

ご
内
容
を
有
す
る
や

ご
云
ふ
問
題
が
叢
に
生
す
る
。
所
が
寳
藏
論
に
は

「
無
離
無
微
禮
浮
不
レ可
レ染
無

レ染
故
無
レ
浮
髄
微
不
レ可
レ有
無
レ有
故

無
レ無
」
ε
説
明

し
て
ゐ
る
。
是

に
依
る
ご
心
性
は

一
切
の
封
待
を
離
れ
て
思
惟

の
樹
象
ご
は
な
り
得
な
い
。
起
信
論

に
は
「
心
性
不
生
不
減
離
一言
説
相
一離

一名
字
相
一離

一心
縁
相
輔畢
覧

卒
等
無
レ有
一一遜
異
ネ

レ可
{破

壊
一唯
是

一
心
也
」
ご
説
け

る
も
同
意
昧
で
あ

る
。
此

の
如
く
醤
待
を
絶
し
た
る
ゆ

へ
離

ε
名
く
。
さ
れ
ば
離

ご
は
所
謂
絶
言
絶
慮

の
意
味

で
あ

る
こ
ご
は
云
ふ
ま
で
も
な

い
。

夫
所
琢

言
ツ離
者
、
禮
不
與

レ物
合
一
、亦
不
昌與
レ物
離
一、
警
如
三明
鏡
光
映
昌萬
象
一。
然
彼
明
鏡
不
二
與
レ
影
合
凶、
亦

不
與

レ膿
離
一。
叉
如
下虚
室
合
=入

一
切
蕪

所
占染
一養

。
五
色
不
レ能
レ汚
、
五
昔
不
レ能
レ凱
、
萬
物
不
レ能
"拘
、
森
羅
不
レ

能
レ雑
、
故
謂
二之
離
一。

話

頭

の
考

察

当



話
頭

の
考

察

七
ご

ε
は
寳
藏
論
の
説

明
す

る
所

で
あ

る
。
由
來
絶
封
界

は
思
惟

を
容
れ
ざ
る
純
圓
濁
妙

の
世
界

で
あ
る
。
所
謂
概
念
以

前
当
経
験
以
前

の
世
界
で
あ

つ
て
、
主
客

の
甥
立
を
豫
想

せ
る
吾
人

の
認
識

の
醤
象

ご
は
な
り
得

な
い
。
時
塞
因
果

の
制
約
を
絶
し
元
る
者
ゆ

へ
、
唯
吾
人
の
直
親
の
み
に
よ
り
て
禮
験

せ
ら
る
。
此
の
如

き
境
地
は
暉

ε
し
て
は
綾

に

其
門
堰
を
透
過
せ
し
の
み
に
し
て
勿
論
繹

の
眞
境

は
獲
得
し
得

な
い
。
何
故
な
れ
ば
、
時
塞
因
果
の
制
約
を
超

脱
し

た

る
の
み
な
ら
ば
、
微

の
根
底
を
窮

明
し
た

る
の
み
で
あ
る
◎
そ
れ
で
同
論
に
は

所
亀以
言
ツ微
者
、
燈
妙
無
い形
無
レ色
無
γ相
、
慮
用
萬
端
、
不
レ見
一一其
容
一、
含
一一藏
百
巧
一而
不
瓢顯
一翼

功
㌔

視
レ
之
不
レ

可
レ親
、
懸
乏

不
レ可
レ聞
、
然
有

桓

沙
萬
徳
一、
不
常
不
断
、
不
離
不
散
、
故
謂
乏

微
一也
。

ビ
説
け
り
。
「
慮
用
萬
端
」
、
「
含
藏
百
巧
有
萬
徳
」
ご
云

へ
ば
、
離
の
見
難
き
思
惟

し
難

き
本
騰
よ
)
、
萬
有
が
生
み

出
さ
れ
ね
ば
な

ら
漁
。
此
作
用
あ
り
て
始

め
て
差
別
界
が
生
じ
、
又
主
観
ご
し
て
は
此
よ
り
し
て
無
爲

の
認
識
智

が

顯

る
、
の
で
あ
る
。
同
時

に

一
切

の
作
爲
が
無
作

の
作
爲

こ
し
て
開
展
す

る
の
で
あ
る
。

さ
れ
ば
此
智
は
分
別
の
念

を
離
れ
た

る
無
爲
智

た
る
故

に
任
蓮
無
碍

に
し
て
、
何
等
の
矛
盾
を
用
し
な
い
の
で
あ
る
。
差
別
の
現
象

ご
し
て
は

現
象
其
儘

が
帥
ち
無
差
別
李
等

の
相
た

る
に
過
ぎ
ぬ
o
永
遠
の
相

ご
は
絶
待
準
等

の
相

の
み
で
な
く
、
現
象

も
亦
永

遠

の
相
で
な
く

て
は
な
ら
漁
ò

實
在
の
眞
實
相
は
、
至
道

ご
云

ふ
も
眞
如

ご
云
ふ
も
離
微
ざ
云

ふ
も
、
巖
密
な
る
意
味

に
於
て
は
吾
人

の
説
明
を

容
れ
な

い
。
そ
れ
は
唯
吾
人
の
概
念
表
示
の
符
號

で
あ
つ
て
眞
實
相

で
は
な

い
。
暉

に
「
這
箇
」
ご
云
ひ
=

物
」
ご
繕



し
て
把
捉
し
難
き
名
総
を
用
ゆ
る
の
も
實
は
之

が
爲

で
あ
る
。
「
眞
如

に
は
相
あ
る
こ
ビ
な
し
」
ご
云
ひ

「
言

に
依

つ

て
言
を
遣

る
」
ε
云

ふ
。
・即
前
(灘
學
研
究
三
、
無
佛
性
話
)

に
維
塵
経
弟
子
品
を
引
謹
せ
し
如

く
、
法
は
言
語
を
以

て
表

現
す

る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
り
、
實

は
不
可
説
不
可
言
の
法
た

る
意
味
を
離
微

を
以
て
現
し
た
の
で
あ

る
。
畢
寛
離

微

の
語
を
以
て
他

の
相
樹
差
別

の
語
を
否
定

し
て
、
濁
自

の
相
を
顯
了
せ
ん
ε
な
せ
し
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

已
上

の
如
く
道

の
實
相
を
離
微

ご
し
た
な
ら
ば
、
到
底
吾
人
の
相
樹
的
差
別

の
言
語
に
依
つ
て
表
顯
す

る
こ
ε
は

不
可
能
で
あ

る
。
若
し
然
り
ε
す

れ
ば
、
吾
人
は
絶
待
的
進
を
罷
験
す

る
こ
と
も
、
又
膿
験
せ
ら
れ
し
道
を
顯
現
す

る
こ
ε
も
不
可
能

な
る
鐸

で
あ
る
。
信

の
問

が
験
主
問

で
あ
る
ε
し
て
も
、
問

の
内
容
は

こ
、
に
伏
在
し
て
ゐ
る
。

換
言
す
れ
ば
、
言
語
以
上
の
滋
を
破
ら
す
傷
け
す
し
て
如
何

に
顯
現
す

べ
き
か
ご
の
意
昧

で
あ
る
。
是

に
於
て
起
信

論

に
は
、
離
言
眞
如
に
鍬
し
て
依
言
眞
如
を
説
き
、
更

に
如
實
塞
、
如
實
不
室
に
分
ち
て
説

い
て
ゐ
る
。
如
實
室

に

就

て
は
、

「
能
究
寛
顯
レ實
故
」

ご
否
定

の
方
面
よ
り
観
察
し
て
居
る
が
、
否
定

へ
の
道

こ
し
て
室
は
暉
の
蕩
掃
門

に

相
當
す

る
も
蕩
掃

の
窮
極
の
室
自
禮

は
必
か
展
開
の
作
用
を
有
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
が
、
察
自
燈
は
維
摩

が
不
二
の
法
門

を
示
す

に
黙
を
以
て
し
た
こ
同
じ
立
場

で
あ
り
、
又

オ
ー
ガ
ス
チ

ン
が
「
紳

に
就

て
私
こ
も
の
云
ひ
得

る
最
良

の
事
は

彼

に
就
て
沈
獣
す

る
こ
ご
な
り
」

ご
云

へ
る
如
く
、
塞
自
膿

に
は

一
切

の
言
語
は
許
さ
れ
な
い
が
、
更

に
之
を
韓
開

し
て
始
め
て
灘

の
無
碍
滋
は
顯

る
、
。
道
信
は
蕩

々
無
碍

ご
云
ふ
。
是
れ
眞
如

の
如
實
室
、
維
摩
及

オ
ー
ガ
ス
チ
ン
の

黙
を
打
破
し
て
、
始
め
て
得
ら
る
、
自
由
境
で
あ
り
、
光
明
界
で
あ
る
。
遁
信

は

「
鯛
目
遇
レ縁
、
総
是
佛
妙
用
」

ご

話

頭

の
考

察

始
三



話

頭

の
考

察

七
四

云

ふ
。
是

に
於
て
始

め
て
遣
を
破
ら
す
傷
け
す
し
て
自
由
に
言
語
が
顯

る
、
の
で
あ

る
。
風
穴
の
立
場
は
全
く

こ

、

に
存
在
す
る
の
で
、
「
長
憶
江
南

三
月
裡
、
鵬
嶋
哺
虚
百
花
香
」
ε
無
碍
撹
よ
り
歌

ひ
出
し
て
居
る
o
趨
信
は
哲
學
の

立
場
よ
り
如
實
不
塞

の
説
明
に

「
具
二足
無
漏
功
徳
一」
故

に
付
し
て
居

る
。

さ
れ
ざ
風
欠
は
哲
學
を
越
え
て
寧
み
藝
術

界

に
立
ち
て
歌
ひ
出
し
て
離
微
の
大
遣
を
顯
し
た
の
で
あ
る
。
之
に
よ
り
て
見
れ
ば

一
切

の
事
象
を
認
容
し
、
而
も

一
切
事
象

が
「
見
渡
せ
ば
柳
櫻
を
こ
き
ま
せ
て
都
ぞ
春
の
錦

な
り
け
り
」
の
高
次
的
な
立
場
に
立
ち
て
妙
有

の
世
界
こ

し
て
表
現
し
て
ゐ
る
。
更

に
云

へ
ば
僧

の
立
場
は
塞

の
立
場
で
あ
り
、
風
穴
の
立
場
は
妙
有

④
立
場
で
あ
る
か
ら
、

自
由

に
道
を
働
か
し
、
言
語
を
遣
π
ら
し

め
て
ゐ
る
。
公
案
π
る
使
命
も
實

は
こ
、
に
存
す

る
の
で
あ
る
o

ゴ


